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時事的関心から現象学的関心ヘ

一―進化するフッサール・ データベースーー

渦

1.時事的な関心から

内分泌攪乱化学物質、いわゆる環境ホルモンが、新聞・雑誌・テレビなどの

マスコミを騒がせている。人間が作り出し、環境のなかに垂れ流しにしてきた

化学物質が、生物に対してホルモン様に (疑似ホルモンとして)作用し、体内

で微妙なバランスをとっているホルモンの働きを攪乱してしまう。その与える

影響は、特に生物の発生 。発達期においては深刻なものとなる。何よりもセン

セーショナルな話題となっているのは、火付け役となった『奪われし未来』(1)

という本の題名が象徴しているように、この環境ホルモンが生体の生殖機能を

破壊し、子孫を残せなくなってしまうということである。しかも、この環境ホ

ルモンは50メ ートルのプールに一滴の化学物質が落とされるだけという微量で

働き、直接生体そのものに対して死をもたらしたり、がんを誘発したりするよ

りも、むしろ、次の世代にじわじわと見えない形で影響を与えるという点で、

これまでにない新しい意味での環境破壊と言わねばならない。そして、この生

殖異常という事態はすでに人間にまで及んでおり、40代の男性よりも20代の男

性の方が精子の数が少ないという調査結果も報告されている(2)。 また、その影

響は、生体の生殖系のみならず、免疫系統にも及び、最近の子供に多いアトピー

の原因もここにあるのではないか、という指摘もある(3)。

しかし、いまここで注目したいのは、この環境ホルモンが人間に与える影響

として、生殖系・免疫系だけでなく更には、脳に与える影響すら指摘されてい

るということである。とくに胎児・乳児が誕生。発達期に環境ホルモンに晒さ

れると、それは脳の発達に影響を与え、ストレスの原因、あるいはストレスに

対する耐性を弱くし、ひいては他の個体への攻撃性を強める原因となることが
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マウスの実験によっても証明されているとのことである。同じような因果関係

を人間において証明することは難しいが、同様の影響が人間にも及ぶことは充

分推測される。そこから、例えば立花隆は、「環境ホルモンが、現代社会に蔓

延する異常性欲や暴力行動などの様々な社会的現象にも影響を与えているので

はないか」(4)と 問題提起し、酒鬼薔薇聖斗の事件を初めとして、このところ頻

発している少年犯罪、バタフライナイフを使つた少年達の事件、「キレる」と

いう言葉に象徴される事件、これらの原因に、これら子供達の世代が環境ホル

モンに汚染されていることを指摘している(5)。 確かに、従来いじめ問題や校内

あるいは家庭内暴力の問題について、教育。学校・教師に原因があるとか、親。

家庭 。地域に原因があるとか、いろいろな指摘が行われてきたが、このところ

頻発しているこうした事件を見ていると、そういうことではもはや説明がつか

ないのではないか、と思っていた人は多いだろう。そこへ環境ホルモンという

要因をもってくると、これまでいま一つピースが欠けていてどうしても解けな

かったパズルが一挙に解けてくるような気がするのである。

もちろん、このように「キレる」少年達の事件の背景として環境ホルモンを

指摘する立花も、単純にこれだけですべて説明がつく、すべての原因は環境ホ

ルモンにある、などと主張するつもりはあるまい。こうした少年犯罪事件、あ

るいは、以前から議論されている校内暴力やいじめの問題も含め、これらは言

うなれば「複合汚染」とでも呼ぶべきものであり、いろいろな要因が絡み合っ

ていると言わねばなるまい。個々の教師の質の問題もあれば、教育制度全般の

問題もある。家庭の問題、母親や父親のあり方の問題もあれば、兄弟関係の問

題もある。学校における友人関係の問題や地域における人間関係の問題もあれ

ば、社会全体のあり方の問題もある。さまざまな要因が複雑に絡み合って生じ

てきている問題と言わざるを得ないのである。しかし、そういう「複合汚染」

の状況のなかで、環境ホルモンという要因も重要な要因の一つとして考慮しな

ければならない、というのが立花の主張であろう。すべてを環境ホルモンで説

明できるというわけではないが、環境ホルモンが与える影響も重要なものとし

て考えて欲しい、ということであろう。それは分からないわけではない。確か

に、これから研究するに値する課題であるだろう。

しかし、である。その重要性を認めたうえで、それでも、このように「キレ

る」と呼ばれる異常行動の原因を、脳に働く化学物質に求め、環境ホルモンの

影響によって説明する、という議論の流れに対しては、やはり留保を呈したい。

と言つても、私が言いたいのは、「時に専門家の認識も飛び越えるようなこと
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まで流布されている」とか、「少なくともヒトに関して、F環境ホルモン』問題

はまだ仮説の段階だ」(6)と 、立花の勇み足をたしなめる慎重論を主張したいの

ではない。実際、F奪われし未来』の著者達も、環境ホルモンを「攻撃性の元

凶」(チ5訳、p.56)と して考えようとし、その影響として「免疫障害と、特に

左右前頭葉の機能障害が確認されている。……前頭葉に異常力
'生

じると、注意、

情緒、動機づけに支障が出るために、思考プロセスにも間接的に影響が及ぶ」

(p.181)と述べ、そこからt「ふつうであればどうということはないストレス

にも耐えられなくなっていたり」(p.253)、「過剰反応」や「行動および神経

障害」(p.290)が現れるという。しかし、「合成化学物質にさらされた動物は

攻撃的になる」(p.348)と言いつつも、「ホルモン・メッセージの攪乱が、身

の回りの人々に見られる不妊症をはじめ、学校で慢性化している学力不振、家

庭崩壊、幼児無視や幼児虐待、社会に蔓延する暴力などとどのくらい関連して

いるのか ?」 (p.342)については問いの形で提起し、あるいは、「家庭崩壊、

幼児無視、幼児虐待、学校の内外での増加の一途をたどっている暴力」(pttЮ )

の原因を環境ホルモンとすることについては、かなり慎重な疑問形で表現して

いる。しかし、私が言いたいのは、このような因果関係についてはまだ証明さ

れていないのだから慎重に論じるべきだ、ということなのではない。

むしろ、上のような議論をするときの立花の前提に対して留保を呈したいの

である。すなわち、立花隆は、このように異常行動の原因として環境ホルモン

を指摘する際、「いまでは古共的な考え方はほとんど崩れていて、頭がおかし

くなるというのは、結局はケミカルな現象だということになってきた。脳味噌

というのはケミカルマシンですから、ケミカルなプロセスがいちばん問題なん

です」(7)と 言う。これは、数年来の脳についての研究から立花隆が導いた結論

である。確かに、西暦2000年までの10年間が「脳の10年間」と呼ばれるように、

現在、脳についての研究はめざましい進歩を遂げており、そのなかで、神経伝

達物質とされる脳内化学物質の働きが注目を浴びている。しかし、「心」の間

題を考えようとするとき、この科学主義とも呼ぶべき研究姿勢には簡単に与す

ることはできない。立花はこの十年ほど、『脳死論』を初めとして、『臨死倒 、

そして『脳を究める』と、脳についての研究の最前線を踏査してきた(8)。 そ

の姿勢は決して、単純で頑な科学万能主義ではなかったが、にもかかわらず、

彼は科学主義の呪縛から逃れることができていないように私には思われる。彼

の『脳死論』も、この科学主義に災いされて、人間の死を単なる個体の死とし

て捉えてしまっているように思われる。人間を単なる個体としてではなく、ポ
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リス的動物、関係的存在として捉えるとき、脳死の問題ももっと違った論点が

浮かび上がってくるように思われる(9)。 立花自身、そこの辺りの問題を感じつ

つもい)、 科学主義に災いされて、結局は、脳死と臓器移植の問題を論ずるにあ

たって、脳死判定基準の技術的な問題に焦点を絞りすぎてしまったように思わ

れるのである。

そのような立花であるからこそ、いま環境ホルモンの問題でも、「脳はケミ

カル・マシンである」と発言することになる。しかし問題は、剛当はケミカル・

マシンである」としても、だから「′亡ヽ」もまたケミカルに決定 (規定)さ れる

ということになるのか、ということであろう。いわば、ハードがケミカルだか

らと言って、ソフトもケミカルだとか、ケミカルに決定 (規定)さ れるという

ことになるのか、ということである。確かに、脳のケミカルな異常から引き起

こされる「心の異常 (病い)」 もある。伝統的な区分で言えば、「外因 (身体的

器質的障害による)」 と呼ばれてきたものに属する。しかし、すべての「心の

病い」が「外因」に帰せられるわけではない。現代の脳科学は、従来「心因

(心的外傷やストレスの蓄積などによる)」 と呼ばれてきたものも、「内因 (外

因でもなければ、心因でもなく、何らかの器質的障害が予想されるが、まだ分

かっていない)」 と呼ばれてきたものについても、脳内のケミカルな過程から

説明しようとしている。しかし、まだまだ分かっていないことも多いのであ

るm)。 ところが、ここで立花は、脳から心への一義的関係を想定する側にいつ

のまにか立ってしまっているように思われる。哲学においては古くから議論さ

れたいた脳 (あるいは身体)と 心の関係について、やすやすと一つの立場をとっ

てしまうω)。 あるいは、「′いの異常 (病い)」 を脳のケミカルな過程から説明す

るという、これまた、「′きの病」の原因が求められる時の一つの特定の立場を

やすやすととってしまうように思われるのであるい)。

さて、私が数年来、研究に携わつてきた現象学の考え方は、見方によっては、

まさにそういう考え方と戦ってきた、と言うことができる。と言つても、現象

学はそういう言わば自然科学的生物学的な説明を否定しようとするのではない。

こうした説明はそれなりに有効な場面はあるであろう。しかし、「心 (精神)」

の問題、そして「心の病」の問題は、そのような説明で片づいてしまうわけに

はいかない、そこに現象学の問題意識があったと言つてよい。例えば、精神分

裂病についても、前述のように、外因でもなければ、心因でもなく、内因とい

う言い方がされてきた。その時にも、内因については、一方の遺伝説 (すなわ

ち、遺伝子異常によるもの)と 他方の環境説 (すなわち、家族を含めた人間関
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係によるもの)を両端としてさまざまな説力
'展

開されてきたが。の、ウイルス原

因説や遺伝子異常原因説、すなわち、結局は自然科学的に身体的原因を求めよ

うとする説が繰り返しさまざまな形をとって現れてきた。ちょうど、エイズの

ウイルスが発見されたように、あるいは、ダウン症が遺伝子異常と言われるよ

うになったように、精神分裂病もやがてそのような身体的原因が発見されるで

あろう、という考えは根強く存続している。そこに更に、分裂病はまだはっき

りその場所の特定はされないにしても、いずれかの脳の疾患であり、あるいは、

神経伝達物質ドーパミンの異常であるというドーパミン説力渤日わつて来た。

しかし、問題は、このような身体的原因が見つかったとして、それによって

確かに薬物的治療への道が可能になるかも知れないが。り、それによって患者

(ク ライアント)自身をよりよく理解できるように
°なるだろうか、という点に

ある。患者 (ク ライアント)自身の心のうちにどれだけ入っていくことができ
るか、すなわち、彼 (彼女)がどのような世界を見て、どのように世界を了解
し、生きているか、それをどこまで理解できるか、それが重要な問題なのでは

ないか。これが現象学が提起しようとした問題であった。こう考えるとき、前

述の環境ホルモンの与える影響は確かに重要な問題であるが、だとしても、環

境ホルモンによって影響を受けた少年達がどのような世界に生きているのか、

それを言わば内側から理解していこうとする道は、環境ホルモンの化学的説明

だけでは何の手掛かりともならないのである。ここに、いま一度、彼らの心の

内側から理解していこうとする現象学的なアプローチが重要になってくるよう

に思われる。しかし、このような考察については別稿に譲らざるを得ない。0。

さて、以上のような状況のなかで、現象学の創始者であるフッサールがどの

ように自然科学的な人間へのアプローチ (あるいは、「意識の自然化」)に対し
て現象学的考察を対置させていったかを探究するのは有意義な課題であるだろ

う。このような観点からいま一度、フッサールのテキストヘ戻って問題を考え

直す価値はあろう:その時、私たちがここ4年間、その制作と公開に携わって

きたフッサール・データベースの価値が再発見されていくことになろう。ここ

で、話題を転じて、このフッサール・データベースの最新の状況について報告

することにしたい。
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2.進化するフッサール・データベース

1994年度から始まったフッサール・データベース制作とインターネットによ

る公開は、昨年度 (1997年度)ま でで4年間の作業を完了し、『フッサール全

集』全巻 (現在までのところ、30巻刊行されている)についてのデータを作成

するという当初の計画に向けて、毎年ほぼコンスタントに作業を完了してきて

おり、昨年度までで計画のおよそ3分の2を完成することになった。計画とし

ては、あと2年間で全巻すべてのデータが揃い、完成することになる。

(1)新しい6つの巻

現在 (1998年 4月現在)ま でに完成している巻の内訳を言えば、『フッサー

ル全集』の第 1～ 8巻、第10～ 11巻、第13～ 16巻、第18～ 19巻、第21～ 23巻、

第25巻、第27巻、および第29巻 (合計23巻分)であるが、そのうち、今回昨年

度の作業の成果として新しく完成したのは、第6～ 8巻、および第18巻、第19

/1巻、第19/2巻の計6巻分である。昨年度の作業で底本に使ったテキストは

次のものである。

[1]Bd.VI Die Krisis der europttischen Wissenschaften und die trans‐

zendentale Phinomenologie,hrsgo von Walter Biemel,1976〔『ヨーロッ

パ諸学の危機と超越論的現象学』〕

[2]Bd.VH Erste Philosophie(1923/24), Erster Teil, Kritische ldeen‐

geschichte,hrsg.von Rudolf Boehm,1956〔『第一哲学 I』〕

[3]Bd. VHI Erste Philosophie(1923/24), Zweiter Teil, Theorie der

phttnOIIlenologischen Reduktion, hrsgo von Rudolf Boehm, 1959 〔『第

一哲学 H』〕

[4]Bdo XVIII Logische Untersuchungen,Erster Band,Prolegomena zur

reinen Logik,hrsg.von Elmar Holenstein,1975〔 『論理学研究第I巻』〕

[5]Bd. XIX/1 Logische Untersuchungen, Zweiter Band, Erster Teil,

Untersuchungen zur Phanomenologie und Theorie der Erkenntnis,

hrsg.von Ursula Panzer,1984〔『論理学研究第I1/1巻』〕

[6]Bd.XIX/2 Logische Untersuchungen,Zweiter Band,Zweiter Teil,Un_

tersuchungen zur Phanomen。 logie und Theorie der Erkenntnis, hrsg.

von Ursula Panzer,1984〔『論理学研究第I1/2巻』〕
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(2)検索語の倍増

しかし、昨年度は、単純に新しい6つの巻についてこれまでと同じ作業をし

た、というわけではない。まず第一に、これまでは検索語として466語を使っ

てきたが、これを一挙に1,004語へ倍以上に増やした。すでに旧稿で紹介して

きたように。つ、わたしたちの公開しているフッサール・データベースは、原文

のテキストそのものではなく、わたしたち共同研究者●0が厳選した検索語

(フ ッサール研究にあたって不可欠のキーワード)についての検索結果を集め

たものである。これについては、すでに旧稿で書いてきたように、利用者の要

望に応じてデータを増やすことができるということで、現に多くの要望に応え

て、新しいデータを個別に電子メールで送るというサービスも行ってきた。し

かし、根本的にもっと検索語を大量化したほうがよい、というアドバイスも数

人の利用者から受けており、今回はそうした要望に応えることになった。再度、

共同研究者達とともに検討を重ね厳選した結果、以下に掲げる1,004語が選ば

れることになった (しかし、これによってもフッサール・データベースが旧

稿ω)で述べたように言わば「生ける増殖するコンコルダンス」であるという

点に変わりはない)。 参考のため、全語を掲げておこう。

_a priori

abbild'
abschattung'

_absolut'

-abstraktion'abstraktions'
abwandlung'

"66_quat.ada_quation.
affektion'

_a-hnlichkeit'
akt'

'akt'
aktion'
aktiv'

_aktivita-t'

-aktqualita-t'aktualita-t'
_aktuell'

algebra

_alleinheit'

-allgemeint
-allgemeinhoit'
-dlhsit'

allta-glich'

-allzeitlich'als-ob

_alter ego

-an 
eich

_analogon'
_analyse'

-analysis'_analytik
_analytisch'
_andergr'
_anfang'
_anfa-nger'
_animalisch'
_anonSrm'
_anormal'
_anormalita-t'

-anschauen'_anschaulichkeit'
_anschauung'
tanschauung'

-an-sich
_ansichssin

_anthropologie

-anthropologiemus_antizipation'
_anzahl'
_anzeichen

_atudtge'
_apodiktisch'
_apodiktizita-t'

-apophansis'apophantik'
apparonz'

_appezeption'
apperzeptiv'

-appsrzipior'_appra-sentation'
appra-sentativ'
appra-sentier'

-apprcheneion'approximation

_apriori
_arbeit'

-arithmetik_art'
_acrpekt'

-assertorisch'
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assoziation'

assoziativ'

a-sthetik
auffassung'

_auffassungst
_aufkla-rung'
_aufmerksamkeit'
_aufweis'

ausdehnung'

ausdruck'

auslogung'

-aussaget
_ausschalt'

ausschaltung'

aus-onhorizont
auswds'

_autonomie'
axiologi'
axiom'

-bsdouten'
-bodeutsamt_bedoutung'

-bogriff'
_begru-ndung



-boruf"
-boschreibung'

-bessal'

-beeinnung'

-bestimm'
_betrachter'

-bewa-hrung'
-bewegung'
_beweis'

_bowus-tsoin
'bowus-tsein

_bewus-tseinsakt'

-bewus- 
tsainsanalyso'

_bewus-tsingsinh€it'
_bewus- tsinssrlobnis'

-bewue-tsoinsfeld'_bswus-teinsflus-
_5aq1'gs-tsgingflrrss.

_bewus- tssinshorizont'

_bewus-tsoinslsbsn

-bewus- 
teineleistung'

_bswus-hsinsspha-Iu'
_bswus-teinsstrom

-buiehungt_bild
_bildbewus-tsein

-bildlich'
-blick'
_bodsn
'boden

_cartesianlsmuB

_charaktor'
_cogitata
_cogitatio
_cogitatum
_coslto
_dahingestellt'

-darstollung'
_dasein

_datsn
_datum
_dauer

-deckung'
_deduktion'

-defrnit'
_denken
_deokription'

_deakriptiv'
_deutlichkeit'

-doutungt

-dialektik'
-ding'
-dingerfahrung'
_dingwahrnehmung'

-dingwdt'
_disziplin'

-dogmatisch'
_dogmatismus

-doxa
_doxisch'
_dualisnus

_durchstroichung'

-eto
-ego 

cogito

_o8o sum

_egologie

-egologisch'

-eidetik
-eidetisch'
_eidos

_oigone

-eigenheit'
_eigenheitsspha-re'

-eigenname'eigonweentlich'

_einbildung'

_einfu-hlung'
sinfu -trlungqemeinahaf t'

-einhsit'
-einigunt'
_sinklammer'

_einklemmsrung

_eineamkeit'

_einsame Seelenleb€n

-einsehent
_einsaitig'

-oinsicht'
_einstellung'

_oinstellungsa - nderung'

_empfindnis'

_empfindung'

-omplindungsdat'
._empirisch'

_empirismus

-entta-uschung'
_epistene

_epoche'

-orb'
_erde

_erfahren'

_orfahrung'
_erfahrungswelt

-erfahrungewisenschaf 
t'

_erfassgn'

-erfassung'
-erfu-llen'_erfu-llung'
_erinnerung'

-erkennen'
_erkenntnis'

_erkenntniskritik'

_orkonntnisthoorio

_erkla-ren'
_erkla-rung'
_erlsbn'

-erlebnis'
-srlebnbstrom'
-ortchauen'
-erccheinen'

-erccheinung'

-orgtot
_enrartung'
_erwerb'

-erzeugung'_ethik'
_otwaa

_europa'

-ovidont'
_ovidonz

_exakt'
_exigtsnz'

-explikation'
-faktizita-t'_faktum

-falsch'
-feld''feld'

-fiktion'_fiktiv'

-fiktum
-flisss'_flus-'
_form'
_formd'
_fggaelisicrulg'

_formenlehrc'

-forrchung'
-frage'
_frrmdapperzeption'

_fremdbewus-tsoin

-frsmde'
-fremderfahrung'
-frsmdhsit'
_frpmdwahrnehmung'

-fremdwelt_fu -lle'
_fundament'

-fundier'
-fundiorung
_fungier'

-funktion'_funktiona-r'

-fu-r-sich'
a:anz'
-jattung'
Sebilde'

g€danke'

-Jefu-hI'
--jw€bon'

-gegebonhoit'
-Jegsbanheitsweiso
__gegenstand'

egensta-nd'

_gegensta-ndlich'

--gogpnsta-ndlichkeit'
gegenwart'

-3ogenwa-rtig'
-Johalt'
JPist'
_goistoowolt'

--goist€swissensch af t'
Jeistit'
_goistige Wslt

_goltung'
_gpmsingsist'

-gemeinschaft'
:snoinchaftsbewus- tsein

-gemeinschaftsleben

-gomeint'_gemu-t'

-goneralt
-4enerationt
JPnorativ'
__genese'

-3enesis

--jenotisch'
_geometrio'

--gooamtt

-geschehen'
_geachichte'
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--geschichtlichkeit

--Sesollschaft'

--gesotz'

-.gestalt'
__gsstaltqualita-t'

Jewis-heit'
--glaubs'
-Jlaubens'
--glsichhsit'

-gott'
-Jtammatik'
Jronn'
_grund'

--frundwissenschaft'
gu-ltig'
_habitualita-t'
_habituell'
_habitus

-handeln'
-handlung'
_heirnatr

_heimwelt'

-hintorgrund'
'hintergrund'

_hintorgrundbwue- tsein

historisch'

_historizita-t

-hof'
_horizont'
'horizont'
_horizontbwus-tsein

horizontintantionalita - t
_humanita-t'

-hyle'
-hypothese'
-ichIch

Ich'

_ich kann

_ich-Mensch

ichlich'

_ichpol'
_idsal'

idealisierung

_idealismus

_idealita-t
_idealwissenschaft'

_ideation

-idee'
-identifikation'

-identifiziorung'_identita-t'

-imagination'
-imaginativ'
_immansnt'
_immanenz'

_implikation'
_impnssion'
_inr6s_quat.
_inaktudita-t'
_inaktuell'
_inbsgriff'
_index'
_individual'
_individuation'
_individuell'
_individuum

_induktion'
_ineinander

_inexistenz'
_infinit'
_inhalt'

-innen'_inner'
_innenhorizont

_innerlichkeit

-in-sich'
_instinkt

-intention'
-intentional'_intentionalita-t

-intercsse'
-interorbjektiv'
_intersubjoktivita - t'
_intuition'
_intuitionisnus

-intuitiv'
_invarianz
_irrationalisnug

_irrationalite-t
_irrealita-t
_irrrellt
_iterati'
jdermaan'

-lstzt
-katogorio'
_kausnl'

kausalita-t'

-kern'_kina-stheso

_kina-sthetisch
klarhqit'
kla-rung:'
klsssg'

-kosxistonz'
-kollektion'kollektiv'

_kolligieren'
_kommunikation'

_komplex'
kompossib'

_konditional'
konkrrtion'
konkrotum

_konsequenz'

_konstituisr'
konstitution'

_konstitutiv'
konstruktion'

_konetruktiv'
_kontinuita-t

kontinuum

kontrast

_ko-rper
_1s-ryerlichkeit.

korrelat'

_korrelation'
_krisis
_kritik'
_kultur'
_kulturwelt'

kulturwissenschaft'

kundgabe'

-kundnahme'_kunst'
_lage'

leben

'leFn

-leb€ns'
_lgbondip Gogonwart

lebensgemeinschaft'

_lebensphilosophio
lebonsumwolt'

_lebonswelt'
lebsnsw€ltlich'

_leer'
ldb.
lsibhaft'

_lsibko-rper
_lsiblichkeit
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-lsiston'
_leistung'

-leitfaden
_lisbo'
_limeo

_loSrk

_logisch'

-logos
_mannigfaltigkeit'

-material'
-materie'
_mathematik

_methematisierungr

_mathmis

_medium

_mehr'
_meinent

-meinung'
_menge'

_mgngpn'

-mgDach'
_menschen'

_rnonschengemeinehaf t'
_menschen-Ich

_msnschontum

_msnschhsit'

_metaphysik

_metaphysisch'

_methode'

_mit'
_mitoinander

-mitfungierond'
_mitgegebenhoit'

_mitkonstituisrsnd'

_mitmensch'

_mitsubjekt'
_mitteilung'

-mittelbarkeit'
_modalisierung'

-modalita-t'
-modifikation'
-moduB_66-glichkait.
_moment'
_monade'

_monaden'

_monadengomeinschaf t'

-monadologie

-morphet
_morphologie



-motiv'
-motivation'
-motivisr'
_mundant

-mythisch'
_mythos

_nachvergtehen'

-naiv'_naivita-t
_namg'

-natur'
-natural'
-naturhaft'
_natu -rlich'
_naturalisierung'

_naturaligmus

_naturalistisch'

_naturwissenschaft'
nobgnmsnsch'

-nennung'
_neukantianismus

-neutral'
-noutrarisisr'_neutrarita-t'
_neuzeit

nicht'

_niedonschla'

_nosma

-noematisch'
_no€o'

-nostik'
-noetisch'
-nominalisiert
_nominalismus

_norm'
_normal'

-normalisier'
-normalita-t'
_notwendigkeit'

_lnllFunkt
_objekt'
_objektiv'
_objektivation'
_objektivierung'
_objektivismus

_objektivita-t
_offenbarung'
_ontologie

-ontologisch'
-operationt

-oporior'
-ordinalzahl'
_ordnung'

-organioation'
-orientiorung'
_original'

-originalita-t'
_originalspha-re

-origina-1'_originarita-r'
_originarita-t

-paarung'
-lraradox'
Jrassiv'

Passivita-t
J€rgonr

-1rerconal'
Jmnonalita-tt
_perco-nlich'

-lrercpektive'
-lrorspektivior'
jezsption'
lrerzeptiv'
lrha-nomen'

pha-nomenal'

_1rha - nomenalismus

pha-nomonologie

-1rha-nomenologisch'
-1rhantasio'
_lrhantom'

philosoph

philosophis

Jrhilosophier'
physik

jhysikalismus
physiologi'

physisch'

-lrluralisior'
_1rol'
Josition'
_lrositional'
jositivismus

positivita-t'

--Jotontialita-t
-3otentiell'
_pra-dikat'

pra-dikation'

-pra- 
-empirisch!

pra-empirisch'

pra-sontation'

jrra-senz'
pra-eumtion'

Jraktisch'
_Sraxis

-jrimordial'
primordialita-t
primordialspha-re

primordinal'

Jrinzip'
-lrrotention'
-lrrozeo'
Jrsychisch'

---tlsychologio
psychologisch'

psychologisier'

jsychologismus
psychophyeik

psychophysisch'

-qualita-t'
_quasi'
_quelle

-radikal'
_radikalismus
_rational'

-rationalisisr'
_rationalisnus

_rationalita-t
_ra-tsel
_raum

-raumzsit'
_raumzeitlichkeit

-reaktivier'_roal'
_realisier'

_rpalislnus

_realita-t'

-rechnen'
_rechtfertigung'

_rede'

-reduktion'_rcell'
_reflektier'

-rrflektiv'
_rcflexion'

-rpform'
-rogol'
-region'
-rrgional'
-reich'
_roiho'

-rcin'
-reinheit'
-relation'
_relativisnus

_relativita-t

-religion'_rcpra-ssntant

-rrpra-sentation'_roproduktion'
_116 exlensa

-residuum
-retention'
-retentional'
-rczeptiv'_rezeptivita-t
_richtigkoit'

-ru-ck'
_sach'

sacho'

-sachverhalt'_gtz'

-schauon
_schein'

-schicht'_schichtung'

-schlus- 
''

-sediment'

-seele'
_solenleben

_seelisch'

_sshsn

-seidend'
_sein
_soing'

-soinssetzungt

-seinssinn'
-seinspha-rc'
_seinswoise'

_sslbst

-selbstapporzoption'

-solbstauslegung'

-eelbstbeinnung'
_olbstbowus-tsein

-mlbstorfahrung'
-selbsterfassrng'
_selbstorksnntnis

_selbstgebung'

-sslbstgogobonheit'

-sslbsthabo'
_selbsthoit'
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_selbetkonstitution'

_selbstoblktivation'
_selbstobfuktivierung'

-selbstverantwortun 
gt

selbstversta-ndigung

-selbstversta 
- ndlichkeit'

-sslbtversta-ndnist_selhwahrnohmung'
_sengralisrnuS

_gtz'
_setzung'

signifikation'

_sinn
sinn'
sinn€s'

sinngebung'

_sinnlichkeit'
situation'

_solipsisnus

_somatologi'

-sozialt
_spoziss

-spha-rs'
-epontan'
-sprache'
_sprachgemeinschaft'

_standpunkt'
_statbch'
_etellungnahmo'

_stiftung'
_sdl'

-still'
-stoff
-strcb€n'_streng'
_strom

-gtro-m'_struktur'

-stu-ck'
-stufe'_subikt'
_subjektiv'

-subjektivivnus_subfuktivita-t

-substanz'
_substraktion'

-substrat'
_grbstruktion'

-sukz€ssion'
-sy[ogistik

_symbol'
_syntaktlsch'

syntax'

-s5mthes'
_synthotisch'

_systom'
_ta-tigkoit'
_tatsache'
_tatsachen'

_ta-uschung'
_tautologie'

-techn'_tdl'

-teleologie

-taleologisch'
-telos_torrnin'

-thom'
_tlrematisch'

_theologie'

_theoretisch'

_theoris'
_thes'

-thotbch'
-tief
-tod'_total'

-totalita-t'_tradition'
_traditional'
_traditionell'
_transsndent
_transzendent'

_trangendental

_transzsndental'

_transzendentalisrus

_transzsndentalita- t'
_hanszodentalphilophb

_transzendenz'

_trieb'
_tun'

-typ'
-typik'_typis'
_typus
_u-bertragung'
_u-bsrzeitlich'
_umfang'
_umgebung'
_umsta-nde

-urnstellungt
_umwandlung'

_umwdt'
_umwondung'

_unanschaulich'

_unbestirnmt'

_unbowus-t'
_Unen.llich'

_universal'
_universalita-t'
_univergtm'
_on.o_glich.
_unselbsta-ndig'
_unsinn'
_unsterblich'

-unstimmig'
_unterschisd'

_unthematisch'

_unvercinbar'

_unvernunft'
_unvollsta- ndig'

-ur'_ur-Ich

-urboden'_urdoxa
_urglaube'
_urimprrssion'

-urleib'
_ururensch'

_urmodus

_urnorm'
_uroriginal'
_urPra-senz

-ursprungt_urspru-nglich'
_urspru-nglichkeit

-ursprungs'_ursta-tts'
_urstifton'
_urstiftung
_urteil'

-urteila'_urtu-mlich'
_variation'
_verallgomeinorung'

-veranschaulichung'_verantwort'

-verbindung'
_voreinbar'
_vereinzolung'

_verflechtung'

_vergangenheit

_vergegenwa-rtig'

-vorgeg€nrYa- 
rtigung'

_vergemeinschaftung'

_vorgleich'

_verhalt'

-vorha-lt'_verha-ltnis'
_verknu-pfung'
_vorleiblichung'

_vermgingn'

_vermeint'
_vertno-gen'
_venno-glich'
_vormo-glichkeit'
_vormutung'
_verneinung'

_vernunft
_vemunft'
_vernu-nftig'
_verschieden'

_vemchmelz'

_verstand'
_versta-ndlich'
_verweizung'
_verworren'

-viel'_violheit'

-vollkommen'._vollsta-ndig'
_vollzug'
_voraussetzung'

_vorauesetarngslcigkeit'

-voraussicht'_vordeutung'

-vororinnerung'
-vororwartung'
-vorgogoben'
_vorgegebenhoit'

_vorhanden'
_vorgezeichnet'
_vormeinung'

_vorstslbn'

-vorstellung'
_vostellungs'
_vorurteil'
_vorurteilslcigkeit
_vorwissenschaftlich'

-vorzeichn'
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_wach'

-wahrt_wahrhaft'
_wahrheit'
_wahrheits'
_wahrnehm'

_wahrnehmung'

_wahrnehmungs'

-wahmchsinlich'
_wahrscheinlichkeit'

-walton'
-wandel'
_wandlung'

-wechssl'

-weck'
-welt'
_welt-Boden

_weltall
_weltanschauung'
_woltapperzeption'

_weltauffasuung'

_woltausschaltung'

-weltbotrachtung'
-woltbewue- 

t6sin'

_welterfahrung'
_welterkonntnis'

-weltform'

_weltganzes

-weltgeltung'_woltg€wis-heit'
_weltglaube'

_welthorizont'
_weltkonstitution'

-weltleben
_weltlich'
_weltlichkeit

_weltpha-nomen'

-woltvorstellung'
_woltwahrnohmung'

_weltwksenschaft'

-weltzeit'
-wende'_wert'
_wgsgn

_wsssnheit'

-wesonB'

-wessnsanschauung'
_wesensdeskription'

-wosonsoinsicht'

-weoenserfassung'

-wssensorkonntnis'
_wesensenschauung'

-wesensform'
_wwnsforcchung'

_wosensgeseta'

_wesensintuition'

_wesenslehre'

_wecensno twondigkoit'

_w@nsschau'

_wesensspha-rt'
_wesensstruktur'

-wecm.werallgnmoinerung'

-we{pnswisssnschaft'
_werDruuucnmmgnhang'

-widorsinn'
_widorepruch'

-widerstreit'
_wMererinnerung'

_willo'
_willenst

-wir-'
_wirklich'
_wirklichkeit'
_wirklichkeits'

-wissenschaft'

-wissonschafdich'

-wissenschafts'
_wissonschaftalohre'

_wisssnschaftstheorie'

_wort'

-zahl'

_zahlbegriff'

-za-hlon'_za-hl'

-zBichon
_zgichen'

-?l'ig'
-nit_?5it'
_zeitbewus-tsein

-zeitigung'
_reitlichkeit
_zeitstrpm'
_del'

-zufa-llig'
_zukunft
_zukunft'

-zuordnung'
-zusamrnonhang'
_zuschauer

_zugtand'

-zusta-ndlich'
_zuwenduntt

-zweck'zwoifel'

-zweifelhaftig'
-zwoifellosig'zweifels'

(3)公開方式の変更

しかし、今回新しいデータをこのように追加するにあたつて、検索語を増や

したことによって単純にデータが増えたというだけではなく、更に、インター

ネットを利用した公開方法にも新しい工夫を導入した。

それは、どういうことかと言えば、4年前から始まったフッサール・データ

ベースの公開にあたつては、静岡大学情報処理センター (浜松)のユニックス・

マシーンに登録したanOnymOus ftp(ftpのアドレスは、ftp.ipcho shizuoka。

ac.jp)を利用してきたが、今回からはデータを静岡大学情報処理センター分

室 (静岡)のユニックス 0マシーンに登録したWWWのデイレクトリー (ホー
ムページのURLは 、 http://wwwoipcs.shizuokaoac.ip/～ iSShama/Hu本 _

home.html)上に保存することにした。とりあえず、今回公開する第 6～ 8

巻、第18、 第19/1、 第19/2巻のデータについては、この方法を導入したが、

それ以外の従来のデータはこれまで通りanOnymous ftpに 入つている。これ
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らについても、順次WWW化することを計画しているが、当分の間は二つの方
式が併存することになる。

これまでフッサール・データベースは、データそのものについては基本的に

は anOnymOus ftpを 使って公開し、データについてのさまざまな説明をする

導入部分としてのみWWWを使ってきた。この方法は、ftpのみを使うことを
考えれば、多くの人にとって利用しやすいものであった。しかし、利用者の使つ

ているWWWブ ラウザの種類により、あるいは、WWWへの接続の仕方 (LA
Nを使つて接続しているか、パソコン通信を使って接続しているか)によって、
WWWか らftpに入っていけない利用者もあった。今回データそのものもWW
Wを使って公開する方法をとった理由の一つは、このようにftpに入っていけ
ない利用者にも利用できるようにということであったが、それとともに、デー

タの公開方法をこのように基本的にWWWに だけで済むものとしたことは、利
用者にとってはより使いやすいものとなった。希望のデータをどんどんクリッ

クして探していけばいい、ということになったからである。
´
また、それに伴って、これまでは "a"で始まる検索語についてのデータ、
"b"で始まる検索語についてのデータ、とそれぞれのグループを一つのファ

イルにしていたが、一つの検索語ごとにすべて別のファイルとすることにした。

これによって、利用者は自分の欲しいデータのみを選択して取り出すことがで

きるようになった。

以上のような公開方法を具体的に理解していただくために、少しサンプルを

用意した。例えば、フッサリアーナ第 6巻のなかで "a priOri"と いう語がど

れほど使用され、またどこで使用されているかを検索したいという例に即して

画面を見てみよう。画面 1は、フッサール・データベースのホームページであ

る。ここから「フッサール・データベースヘ」をクリックすると画面 2が現れ

る。ここで、これまで公開してきた巻、例えば第 1巻のデータであれば、第 1

巻のところをクリックすると、画面 3の ようにftpのディレクトリーの画面が

現れ、ここから希望の "a priori"と いう語が収められた "aodat"と いうファ

イルをダウンロードすることになる。これが従来の公開方法である。しかし、

今回新しく導入した方法を使った例えばいまの第 6巻の場合、画面 4の ような
ページが現れる。ここから、まず、「本文についての全ての検索語の出現回数」

を選択してクリックすれば、すべての検索語についての出現回数を表示する画

面 5が現れ、そのなかに希望の "a priori"と いう語も25回 と表示されている
のが分かる。また、画面 4で「本文についての各検索語の出現箇所」を選択し
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てクリックすれば、画面 6の ようなアルファベットの表が現れる。これは、そ

れぞれ "a"で始まる検索語についてのデータ、"b"で始まる検索語について

のデータ、等々に入っていくための入口を示している。いまは、"a priori"で

あるから、"a"を選択してクリックすれば、画面 7のような"a"で始まる検索

語の表が現れる。ここで目的の"a priori"を 選択してクリックすれば、画面 8

のような"a priori"と いう検索語のこの巻での出現箇所を5桁の数字 (前 3桁

が頁数、後 2桁が行数)で示す頁が現れる。後は、原本であるフッサーリアー

ナ第 6巻が手元にあれば、その前後の脈絡も掴むことができるという次第であ

る。

画面 1

フッサール 0データベースヘようこそ

Go to: English Version.

●フッサールって誰?
● フッサール・データベースつて何?

● フッサール・データベースヘ

● フッサール・データベースの紹介文

● 日本におけるフッサール研究文献一覧
籠W]

●関連する哲学関係のサイトヘ

●利用者登録

Started from: 1. April,
Last Updated: 1. APril,
Copyright: 7,yt-)V'

1996
1998欄EWI

データベース作成委員会

このページを運営しているのは、浜渦辰二 C」iSshamaO力 ss.sカレυο々 a.ac.Jp)です。
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画面 2

フッサール・データベースヘの入口

篠す琴番I瓶よ筆属丁翁翼 鰹1輛准こ凛尋し『写柵T妥廃踏
=こ

ことた。とりあえず、今回公開する第6～8巻、第18、 19-1、 19-2巻のデータについては、WWW上
彗零「封F亡鷺唐:鰐も「縦柵蹴打

=肝
配瑠雅w職肝誅

の各巻のデータについて、WWWに保存されているか、anonymous ftpに保存されているか
によって、表示の仕方が異なりますので、ご留意ください。

また、今回公開する第6ん8巻、第18、 19-1、 19-2巻 のデータについては、一部まだ工事中
のところがあります。万一、データが表示されない場合は、数日後に再度挑戦してみてくださ
い。

なお、WWW化 されている巻 (第6～8巻、第18、 19-1、 19-2巻)については、データの一
部にドイツ語特有の文字がありますので、WWWプラウザのメニューのOp●Ons(あ るいは、
「表示」)の Document Encoding(あ るいは、「文字コードセットJないし「フォントJ)
で、Western(あ るいは、「欧米」)を選択しておいてください.

注意 !

フッサール・データベースヘすすむ前に、「フッサール・データベースとは何か?Jのベージ
にある解説文 (利用規程など)をまだ読んでいない方は、それらを先に通読してください。そ
れらを読み終わってから、以下のフッサール・データベースの各巻のデニタヘと進んでくださ
い。

第1巻 第2巻 第3巻 第4巻 「
~~冨

II~|

「~~蔦曹
~¬

第6巻 蔦蒐
~¬

「
~蔦~¬
「葛5暮
~

第13巻 第14巻 第15巻 _ 第16巻

「
轟
~1

第 19-1巻 第 19-2巻 第21巻 第22巻「
~票
ば
｀
1

轟墓
~可~葛
暮 第29巻

巳 ―ムページヘ戻る
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画面 3

Current directOrr is ′EUA′datノhua 01

# Weleome to Anonlmous HXP Se:rrer #
# Shizuoka Univ. InfonnaEion proceEeing center #M

23 Kb   Sat Mav

l Kb    Sat May

3 Kb   Sat May

l Kb   Sat Mav

2 Kb   Sat May

16 Kb   Sat Mav

4 Kb   Sat Mar

3 Kb   Sat May

6 Kb   Sat May

l Kb   Sat May

14 Kb   Sat May

745 bytes sat May

504 bytes Sat Mav

6 Kb   Sat May

3 Kb   Sat Mav

12 Kb   Sat May

12 Kb   Sat Mav

12 Kb    Sat Mav

5 Kb   Sat Mav

10 Kb    Sat May

3 Kb   Sat May

2 Kb   Sat Mav

ll Kb   Sat May

378′ bytes Sat May

5 Kb   Sat May

17 Kb   Sat Mav

10 Kb   Sat May

2 Kb   Sat May

2 Kb   Sat May

9 Kb   Sat May

l Kb   Sat May

-16-

10 00800800 1997

10 00800800 1997

10 00800800 1997

10 00800800 1997

10 00800800 1997

10 00800800 1997

10 00800000 1997

10 00800800 1997

10 00800800 1997

10 00800800 1997

10 00800800 1997

10 00800800 1997

10 00800800 1997

10 00800800 1997

10 00800800 1997

10 00800300 1997

10 00800800 1997

10 00800800 1997

10 00800800 1997

10 00800800 1997

10 00800800 1997

10 00800800 1997

10 00800800 1997

10 00800800 1997

10 00800800 1997

10 00800800 1997

10 00800800 1997

10 00800800 1997

10 00800800 1997

10 00800800 1997

10 00800800 1997



画面 4

第 6巻の入口

ここから先は、英語表示となります。また、データの一部にドイツ語特有の文字がありますの

で、その箇所が文字化けします。これを正しく表示させたい時には、WWWプラウザのメニュ
ーのOptions(あ るいは、「表示」)のDocument Encoding(あ るいは、「文字コードセッ
ト」ないし「フォントJ)で、Westem(あ るいは、「欧米」)を選択してご覧ください。
再び、日本語表示のベージに戻る時にはs同 じOp■ons(あ るいは、「表示」)のDocument
Encoding(あるいは、「文字コードセット」ないし「フォント」)で、Japanese
(Auto― Detect)(あ るいは、「日本語 (自動選択)」 )を選択してご覧ください。

この

巻の

日次

本文に

つもヽて

の全て

の検索

語の出

現回数

本文につい
ての各検索
語の出現箇
所 (各検索
語ごとに別
にしていま
す)

注につ
いての
全ての

検索語
の出現
回数

注につい

ての各検
索語の出
現箇所

(全検索
語を一括
してあり
ます)

編者序
論につ
いての

全ての

検索語
の出現
回数

編者序綸に
ついての各
検索語の出
現箇所 (全
検索語を一

括してあり
ます)

回 フッサール・データベースヘの入ロヘ戻る
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画面 5

くく HUA 06T.工 DЖ >>

#  ::   2: : _:b:il::i

#  ::  171 : ~1:::1:ttung'

#  ::   3: : _:::tF:I[l:1:會

#  1::   i: : :::::::::l:i

#  118    2 8 ~ahn■ ichkeit'
チ 128 236 8~akt'
# 138  603 8 Takt・
#  148   14 8  aktiOn●
チ 158   71 8 ~aktiv★
#  168   48 8  aktiVitat'

#  :::    : : 一:It::illよ :1'
#  198   67 8  aktuell'

# :::    : : =:l呈 :::量eit,

| ::三   3:: 三 Iall::駅 :llieit,
#::: 5f:lll,:量 iE=.
チ 278   0 8 ~alS― ob

# :::  13: : ~:lt:Ich 
°

: :::  1:: : ::::::::::h.

i難 腎:郵驀圭h,
# :::   1: : 

二

:1:]駆 宝 ,

チ 418    0 8 TanOrlna■itati
# 428   3 8 ~anSChauen■
# 438    7 8  anschaulichkeit●

l i:三    :: 三 T:1::1::1131
チ 478    1 8 ~anSichsein

i肇
1::珪

葬
:::姜卜

8

チ 528    1 8 TanZeichen

i :::  1:| : 
彗 ::::::::t・
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画面 6

ALPHABE丁:CAL ttABLE OF KEY WORDS
FOR SEARCHING

Please c:ick on the:nit:al of key words whoSe data you would like to retrieve:

a b dC e

√

Ｉ g h l

●
Ｊ

k
一　
ｍ n 0

p q r S t

u V W Z

7-t l(-Z0^tr (Japanese) ^F6Back to the gateway page of the Database (English)
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画面 7

L:ST OF KEY WORDS FOR SEARCH:NG(A)

-a prlorl
-abschattung* -absolutr -abstraktlonr

-abstraktlons* -abwandlung* -adlquati -adiquatlont _affekt:on・

_うhn‖ chkeit' ・ akt' _aktion■ _aktlv●

_aktiv:tat・ -aktqualititr _aktua‖ tat● _aktue‖ ' -algebra

_a‖einheiti -allgemelnr -allgemelnheltr _a::heit' _a‖tag‖ch・

_a‖zeiti:ch' -als-ob -alter ego -an slch -analogonr

-analyse' -analyslsr -analytlk -analytlschr -anderer*

-anfangr -anfangerr -anlmallsch* -anonymr -anormalr

-anormalltatr -anschauenr -anschaullchkeltl -anschauungr
*anschauung'

-an-slch -anslchseln -anthrcpologile -anthropologlsmus -antlzlpatlonr

-anzahr -anzelchen -anzelger _apod:ktisch● Jpodktレ 掟at●

-apophanslsr -apophantlkr -aqqafenzr -apperzeptlonr -apperzeptlvr

-apperzlpler! -appresentatlonr -apprasentatlvr -apprasentlerr -apprehensloni

-approxlmitlon -aprlorl -arbeltr _a‖ thmet:k -artr

-aspektr -assertorlsch. -agsozlatlonr -assozlatlvr _asthet:k

-auffassungr -auffassungsr -aufkllrung* -aufmerksamkeltr I Juttdゞ

-ausdehnungr -ausdruck* -auslegungr -aussager

「
又

-ausschaltungr -auBenhorlzont -auswelg* _autonom:o■ -arlologl*

Back to the ALPHABFrlCAL TABLE OF KEY WORDS FOR SEARCH:NG
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画面 8

チ 18S8 25 iteIIts 二a pr■orュ

I. DIE KRISIS DER IIISSENSCIIAFIENrr. DrE rrRsPRrrNcsrr.iinuue
02908 029L4 03019 03309 03337 03402 03413 03427 A4Lt2
0s619

rrr. DrE rrfinulc
A. DER !{EG VON DER VORGIEG:EBENEN I,EBENSIIELT AUS

10509 L38L2
B. DER 9JEG VON DER, PSYCHOLOGIE AUS

sncJiNzeNDE TExrE
A. ABNANDLT'NGIEN
nsar,r tArswr ssrNscuAgr

2822t 28233 28307 28315
NAI\'RYSI S SENSCHAHTLI CHE
DIE KRTSIS

s. ssrL,AeEN
BETLAGE I
BEII,AGE TI 36238 36310
BEILAGE IIT 37538 38133
BEILAGE TV
BEILAGE V
BEII,AGE VT
BEII.AGE VII
BEILAGE VTII
BEII"AGE IX
BEII,AGE X 42226
BEII,AGE XI
BEII,AGE XTT
BEILAGE XTTI
BEII,AGE XIV
BEII,AGE Xv
BEfLAGE XllI
BEITAGE X\EI
BETI,AGE XVrIT
BEILAGE XIX
BErI,AGE XX 45831
BETI,AGE XXI
BEII,A@ XXII 48020
BEII,AGE XTTIT 48319
BEII,AGE XXIV
BEILAGIE XI(v
BETTAGE XX\TI
BEILAGE XXVTT 50619
BEILAGE XInIIII
BETI,AGE XXIX

このような新しい公開方法は、実を言えば、音肉の策として生まれたもので

ある。つまり、これまでの検索結果のデータを公開するという方法については、

以前からその不十分さを感じており、旧稿でも、将来的にはCGI(C6mmOn
Gateway lnterface)を使って、利用者が自由に検索語を入力すれば、検索結

果が返ってくるというシステムを導入したい、ということを書いてきた。しか

し、残念ながら、静岡大学情報処理センターの大型計算機ではセキュリテイの
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問題からCGIの使用を認めてもらえない。他に独自のサーバーを構築するこ
とも検討してみたが、いろいろな学内事情から先送りになってきた。そんな状

況のなかで、いまの環境のなかでできるだけ利用者の要求に応えることができ

るものを検討した結果が、上述のように検索語を可能な限り増やし、WWWの
リンク機能を最大限利用するという方法であつた。苦肉の策ではあつたが、利

用者の要望には充分に応えることができるものになったと思う。

(4)フ ッサール研究日本語文献

最後に、これも旧稿ですでに簡単に予告しておいたことであるが、和田渡氏

(阪南大学)が数年かけてこつこつと収集して来られた「フッサール日本語文

献 (1915～ 1997)一覧」が、とりあえず暫定的なものであれ姿を整え、今回、

フツサール・データベースと並べて公開の運びとなった。これは、「1915年 か

ら1997年までに日本で発表されたフッサールに関する、論文、著者名、表題

(書名)、 雑誌名 (出版社名)、 発行年月日、頁数」を記録したものである。こ

れは同氏ならびに協力者達の献身的な努力の成果であり、この一覧がフッサー

ル・データベースと並んで、私たちフッサール研究者の共有財産となることに

よって、日本におけるフッサール研究の進展に貢献することを関係者ともども

切望するものである。大いに活用いただければ幸いである。

お わ 0り に

以上で紹介してきたフッサール・データベースのホームページは現在、旧稿

でも紹介したように、世界中の研究者からアクセスを受けており、国内および

国外で開設されている哲学関係のサイトからもリンクを張られるようになって

いる。

因みに、旧稿でも述べたように、ホームページそのものにアクセスを受けた

回数を表示するカウンターをつけていないが、ftpについてはログを取ること

ができるようになっている。つまり、ホームページがどれだけアクセスされて

いるかは不明であるが、そこから入ってフッサール 。データベースのデータそ

のものをどこの国のどれだけの人がダウンロードしていったかは分かるように

なっている。それによれば、昨年4月 1日 から今年3月 31日 までの 1年間で、

総数が2,203件あった。その内訳を国別で示すと、日本が1,171件、ドイツカW
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件、アメリカが217件、フランスが88件、スイスが24件、カナダが14件、デン

マーク、韓国、イタリア、アルゼンチンが各11件、イギリスが9件、ハンガリー

が 7件、オーストリアが 6件、チェコが 5件、オランダ、ベルギー、ロシアが

各 4件、オーストラリア、ギリシア、ポルトガル、フィンランドが各 3件、ノ

ルウェー、シンガポールが各 2件、スウェーデン、スペイン、ポーランド、ブ

ラジル、チリ、スロバキア、リヒテンシュタインが各 1件、であった。これら

はデータをダウンロードして行つた件数なので、ホームページを覗いて行った

だけという件数はこれよりはるかに多いと考えられる。

また、フッサール・データベースでは、しばしば利用する人のために、デー

タ更新などのお知らせをするからと利用者登録を勧めている。現在までに、こ

の利用者登録をしている人の内訳を同様に国別で示すと、日本が23件、アメリ

カが17件、ドイツが 6件、スイス、デンマーク、ブラジルが各 2件、ロシア、

ポーランド、メキシコ、イギリス、ユーゴスラビア、カナダ、イタリア、ギリ

シア、エストニア、ブルキナ 。ファソが各 1件あった。こうして見ても、フッ

サール・データベースの価値が国際的に認められてきていることが分かるであ

ろう(a)。

そして最後に、いまは詳しく挙げることはできないが、このデータベースを

利用した研究も少しずつ現れてきている。フッサール・データベースはますま

す成長・進化していく。大いに活用していただきたい。

注

(1)T・ コルボーン、D・ ダマノスキ、JoP・ マイヤーズ著『奪われし未来』翔泳社、

1997年 9月 。もう一冊話題になっている本として、デポラ。キャドバリー『メス化す

る自然一一環境ホルモン汚染の恐怖――』集英社、1998年 2月。

(2)日本でも、若者の精子を調べたら、正常なのは34人に1人であった、という報告

もある。朝日新聞 (1998年 3月 9日 )参照。ほかにも、とりわけ1998年 2月 に入って

連日のように朝日新聞で報道されている記事については、インターネットの「はまう

ず。ホームページ (http://www.hss.shizuoka.acoip/shakai/ningen/hamauzu

/hamauzu.html)」 の「その他の関連する研究活動」の「学内プロジェクト」の箇所

を参照いただきたい。

(3)立花隆・笹尾敬子「環境ホルモンは人類を滅ぼす」(『中央公論』1998年 4月 号)を
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参照。他にも、長山淳哉『ダイオキシン汚染列島日本への警告』 (かんき出版、1997

年9月 )な どを参照。

(4)これは、立花隆が平成 9年 10～ 10年2月 に東京大学教養学部のゼミ「調べて書 く、

発信する」における企画として「奪われし未来」の輸講を行つた際の、学生達のレポー

トに掲げられた問題提起である (http://wwwokomaba.ecc.u― tokyO.ac.jp/～ cta‐

kasi/osf/index.htmlを参照)。

(51 前掲立花隆・笹尾敬子対談、および、立花隆講演「人類を蝕む環境ホルモンの恐lt」

(1997年 11月 )参照。

(0 井口泰泉「そんなに危険か環境ホルモン」(『文藝春秋』1998年 5月号)参照。

(7)前掲立花隆・笹尾敬子対談参照。

い)『脳死』(1986年、中央公論社)、『脳死再論』(1988年、中央公論社)、『脳死臨調批

判』(1992年、中央公論社)、『臨死体験 上・下』(文藝春秋、1994年 )、『脳を究める』
(朝 日新聞社、1996年 )。

(9)この辺りを突いているのが、例えば、柳田邦男『犠牲サクリファイス』(文藝春秋、

1995年 )や小松美彦『死は共鳴する』(勁草書房、1996年 )である。

001 例えば、立花が、「同胞の死を嘆き悲しんだり、死者を埋葬したりするのは、あら

ゆる動物の中で、人間だけである」と書き始める「死と死体」という文章 (前掲『脳

死臨調批判』第一章)は、そういう問題への繋がりを暗示しているのに、立花はその

問題をそれ以上に探究しようとはしていない。

0 実際、立花自身、前掲『脳を究める』の中でも、「自分自身とは何か、あるいは人
間の主体的な内的世界はどのようにできているかという問いのほうは、心理学や精神

分析学はあるけれども自然科学の達したレベルにはまだまだ達していないという状況

にあります。現在の脳科学ではまだまだ手つかずの状況ですが、このような内的世界

の解明に取り組んで初めて本当の意味での脳科学になるのではないでしょうか」(20

頁)と述べている。ところが、「心の病」のうち、「心因」や「内因」と呼ばれてきた

ものの多くは、まさにこの内的世界の問題と思われるのである。

0 「脳と心」をめぐるさまざまな考え方については、例えば、原田憲一「脳と心」
(宇沢弘文ほか編『岩波講座 転換期における人間3 心とは』岩波書店、1989年 )
を参照。

C31「心ないし精神の病」を「脳の病」とする考え方は、それこそ古代ギリシアのヒポ

クラテスから始まって、19世紀後半のグリージンガーに至るまで綿々と続いている一

つのとらえ方であつて、現代における脳科学の発達によって突然出現した新しいもの

ではないことについては、神谷美恵子「精神医学の歴史」(『異常心理学講座 7 精神
病理学 1』 みすず書房、1966年 )を参照。
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m アービング・ I。 ゴッテスマン『分裂病の起源』(日本評論社、1992年 9月 )も 、
「分裂病の病因として、遺伝的な素地がまず必要で、それになんらかの環境要因が引

き金になって発症する」(監訳者あとがき)と考えている。脳内の異常については、

「分裂病者の脳内に、化学的、物理学的ななんらかの異常が起きていることはわかっ

ているが、しかしそれがどういったことなのかわからない」(25頁 )と いうのが、現

状である。しかし、ゴッテスマン自身の姿勢は、「目に見えない『遺伝因子』を一つ

の信仰として受入れ、自分たちのモデルが分裂病に関する観察事実を説明できるのだ

という確信を支えとして、忍耐づよく神経科学の進歩を待つことが必要なのかも知れ

ない」(278頁 )という、身体的原因への信念を強くもつものである。

CD 現在の時点では、薬物療法は精神分裂病を治癒するものではないようである。「抗

分裂病薬には意識を正常に保ちながら分裂病の急性期の症状を除くという選択的効果

がある。これで分裂病は治るかというと、そうではない。・・ 。現在の薬物療法は対

症療法であるが、それによつて病気が自然に治癒するまでの間、症状を軽減し、症状

の結果招来される自傷、他害などの困つた行動から患者や周囲を守るのにも有効であ

る。」(柿本泰男「からだと心一一物質からみた心の病い一 」、『岩波講座 精神の科
学 1 精神の科学とは』岩波書店、1983年、所収 )
0 私は現在、「人間学各論 V」 という講義 (1998年度前期)で、「 〈こころ〉の病と現
象学」というテーマで話をしているが、これをもとにして、小論を準備しつつあるの

で、そちらに譲りたい。

0拙 稿「フッサール・データベースについて」(人文論集、第46号の 1、 1995年 )、
「インターネットを利用した哲学研究のために一―フッサール・データベースの新段階

― 」(人文論集、第47号の 1、 1996年 )、「峠を越えたフッサール・デ
ータベースー

インターネット時代のマルチリンガル・テキストのために一一」 (人文論集、第48号

の 1、 1997年 )。

C81 前掲拙稿およびフッサール・データベースのホームページを参照。

Q91 前掲「インターネットを利用した哲学研究のために」参照。

201利用者登録の際にコメントを書いて頂くようにしているが、そうして受け取つたコ

メントをいくつか紹介しよう。

① アメリカのResearcher/residont scholarよ り
“I am quite impressed with your Husserl database, and l support this

efforto Thank you for making this work available to a world audionce!"

② ユーゴスラビアの利用者より
``1'1l be very gratefull if you a1low lne to use Husserl data base becauso

here in Yugoslavia l do not have mentined Husserl writingso YourWob‐
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Site is one of the best phenomenological sites on lnternet, because it

helps to get current information about phenomenological research and

also provides to read parts from original Husserl works."

③  アメリカのAssistant Professor of Philosophyよ り

“The development of a Husserl lDatabase is exciting to meo l want to

hear more about its eventual connections with the various extant Husserl

Archives in Louvain, Germany, New York, Paris. Also the Japanese

project is news to me and 1 look forward to reading about its progress

and concernso l note that the description of Husserl's work found at

that site concentrates on the phenomenology of number as found in the

L.U., and the ldeen l and II. Information relevant to the *Crisis* and

the later works is welcome too."

(追記)

小論脱稿後、文部省より連絡 (5月 12日 付)があり、それは1998年度についても申請

していた科学研究費 (データベース)について、「本年度の補助金の対象とならないこ

とになりました」という通知であった。本文にも書いたように、計画の3分の 2をすで

に完了し、あと2年間で全巻すべてのデータが揃い、完成するという段階になって補助

金の給付を打ち切りにするという文部省の決定に対しては、学問研究の共通基盤を形成

しようという私たちの意図への無理解として、遺憾に思わざるを得ない。これまで補助

金のほぼ 9割を謝金として作業を進めてきたが、この謝金がなくなるとなれば、残る 3

分の1をボランティアのような形で果たして継続できるか、それともどこかから別の形

で補助金を得られるかどうか、それとも私たちの計画はこのまま頓挫してしまうことに

なるのか、いま私たちの作業は曲がり角に立たされることとなった。文部省から連絡が

出されたのとちょうど同じ日付の新聞の朝刊に、「環境庁はダイオキシンと環境ホルモ

ンについて、大がかりな全国一斉調査を行うことを決め、補正予算案で38億円が認めら

れた」との記事が載つた。もちろん、私たちの補助金が削られたことと直接関係あるわ

けではなかろうが、小論を環境ホルモンの問題から始めた私にとっては、何か象徴的な

同時性に思われる。因みに、私は昨年度から動き始めている教育研究学内特別研究採択

プロジェクト「生物 (人間)一環境システムの動態に対する環境変動の影響」に参加し

ているが、そこでの中心テーマも環境ホルモンの問題である。これについても、その一

端はすでにインターネットで公開しているが (http:〃 www.hssoshizuoka.ac.jp/sha‐

kai/ningen/hamauzu/related/gakunai.htnl)、 詳しくは別稿で論じることになろう。
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